
地域共生ステーションづくりワークショップ 

北のステーション部会（第３回 夏休みグループ） 結果報告 

１１１１    概要概要概要概要    

（１）日時 平成２５年６月２２日（土）１５時から１７時２０分まで 

（２）場所 段ノ上集会所 

（３）参加者   

・参加者  １７名 

・事務局   ２名 

（４）配布資料 別添のとおり 

 

２２２２    内容内容内容内容    

【前回の振り返り】【前回の振り返り】【前回の振り返り】【前回の振り返り】    

（参加者） 

 これまで北のステーション部会では、「まず、何かやってみる」を合言葉に、

地域住民同士が支え合えい、関わり合えるイベントの実施を検討してきました。 

 その中で前回、「夏休みの宿題」をキーワードに、子供から大人まで世代を超

えた交流ができるイベントを行う、という意見が生まれました。 

 北小学校では多目的室を地域開放しており、そこを活用して、大人が子供に

宿題を教えたり、一緒に工作に取り組んだりしながら、大人も子供も楽しみ、

思い出に残るイベントにしたいと考えています。 

 今回は、そのイベントの具体化に向けた話し合いをしていきたいと思います。 

    

【ワーク【ワーク【ワーク【ワークショップ】ショップ】ショップ】ショップ】    

 参加者同士でグループを作り、夏休みに北小学校を利用してやれること、や

ってみたいことを話し合い、生まれた意見を付箋に書き出しました。 

付箋をホワイトボードに張り出し、参加者全体での意見の共有、北小学校で

の夏休みイベントの具体化に向けた話し合いを行いました。 

 

    

    

    

    



ワークショップで生まれた意見ワークショップで生まれた意見ワークショップで生まれた意見ワークショップで生まれた意見    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【イベントの開催日程についてイベントの開催日程についてイベントの開催日程についてイベントの開催日程について】 

 

（参加者） 

 夏休みイベントは８月３日と８月２４日の２日間開催する。時間は両日とも

午前９時から正午までを想定している。 

 

（参加者） 

 子供たちの集中力を考慮して、午前中３時間と設定したが可能であるならば、

例えば昼食に防災訓練を兼ねた炊き出しを行い、午後からもう一度宿題に取り

組む、スポーツをする時間を設けるなど開催時間を長く設定しても良いと考え

ている。 

 

（参加者） 

 「食」に関連した活動を行う場合、食べる時間などを考えると、午前中だけ

の開催では時間が少し短いと思う。 

 午前中に宿題を行い、午後から炊き出しを行う、というように午前と午後の

二部構成にしても良いのではないか。 

 

（参加者） 

 小学校の授業時間が大体４０分程度なので、宿題に取り組む時間もそれに合

わせて設定してはどうか。また、休憩時間に子供たちのリフレッシュのために

スポーツをしたり、地域の人とお話ししたりする時間を組み込んでも良いと思

う。 

 

（参加者） 

イベントの開催時間を長く設定する場合、スタッフの負担が重くなることも

考えられるので、３時間という時間設定は適当だと思う。 

 

（参加者） 

「食」に関する活動は、準備に人も時間も多く必要になるので、昼食の時間

を設けるなら、各自でお弁当などを持参してもらったほうが良いのではないか。 

また、子供たちのことを考えると食後に再び宿題に取り組むことは大変だと

思う。 

 

（参加者） 

 子供たちが開催時間中ずっと参加し続ける必要はないと思う。好きな時間帯



に、好きな時間だけ自由に参加できるイベントにしてはどうか。 

 

（参加者） 

 あまりイベントを１日の中に詰め込みすぎなくても良いのではないか。今回

は開催時間を午前中に設定し、今後同じようなイベントを行う際の参考にして

いけば良いと思う。 

 

（参加者） 

 「食」に関するイベントは今回は実施しないで、今後、「食」をメインにした

イベントをやっても良いと思う。 

 

【イベントのプログラムについて】【イベントのプログラムについて】【イベントのプログラムについて】【イベントのプログラムについて】    

 

（参加者） 

 イベントを開催した際に子供たちがどれくらい参加してくれるか、教える側

にどのような人が必要か、などについてあらかじめ想定しておく必要があると

思う。子供たちの参加意向や参加した際に教えてもらいたい科目、手伝ってほ

しい宿題の種類などの希望について、アンケートを作成して把握したい。 

 

（参加者） 

 夏休みの日誌を教える場合、全教科を教えなくてはいけないのではないか。

例えば、中学生が申し込みをしてきた場合、教えることができる人が限られて

くると思う。 

 

（参加者） 

 北小学校の多目的室のキャパシティを考慮すると、今回は参加者の対象を小

学生に限定したほうが良いと思う。 

 中学生以上の子どもたちには、小学生に宿題のアドバイスをするボランティ

アとして参加してもらってはどうか。 

 

 

（参加者） 

 特別支援学級の児童にも今回のイベントに参加してほしいが、参加は難しい

か。 

 

 



（参加者） 

 たくさんの人が集まって、楽しめるイベントにしたいと思っているので障が

いを持った児童も参加できるようにサポート体制を整える必要があると思う。 

 専門のスタッフも必要になるのではないか。 

 

（参加者） 

 アンケートの項目に、希望や特記事項を伝えることができる自由記述欄を設

けてはどうか。 

 

（参加者） 

 単に勉強を教えるだけではなく、地域の人が様々な形で関わり合っていくこ

とがこのイベントにおいて大切なことだと思う。 

 例えば一つの本の読み聞かせの後にみんなで感想を語り合う輪読会など、学

校の授業の延長線上ではない取り組みもイベントに組み込んでいきたい。 

  

（参加者） 

 「共生」を大切にするイベントなのだから、高齢の人たちも関わり合うこと

ができればいいと思う。 

 高齢の人が家から出てきて、子供たちと関わり合きっかけになることが重要。

高齢の人の先生役としてだけでない参加の仕方も考えてはどうか。 

 

（参加者） 

 高齢の人と関わり合うことで、子供たちがその生き様を感じ取る機会になれ

ば素敵だと思う。ただ、今回の「夏休みの宿題」というイベントのテーマの枠

には収まりきらないようにも感じる。     

今回のイベントを今後も継続していく際に、先生役だけではない高齢の人の

関わり合い方も考えていけば良いのではないか。 

 

（参加者） 

 今回のイベントは、今後も同じような地域イベントを行う際のモデルになる。

だからこそ、高齢の人を含め、幅広い方に参加してもらおうとする意識が大切

なのではないか。 

 

（参加者） 

 ３時間行うイベントなのだから、子供たちにとって宿題の息抜きになる時間

が必要になってくると思う。いっしょにおやつを食べたり、おしゃべりをした



りする息抜きのスペースを設けて、高齢の人と子供たちの交流を図ってはどう

か。 

 

（参加者） 

 今回のイベントは宿題を教えることよりも、「楽しく宿題ができる環境づくり」

を行うことが大切だと思う。 

 高齢の人が子供たちの宿題の成果をほめたり、それに対して子供たちが優し

い気持ちを持つようになったり、という世代を超えた関わり合いができるイベ

ントにしていきたい。 

 

（参加者） 

 高齢の人の参加も実現したいので、幅広い層の満足を目指そうと思うと、イ

ベントの主催者側としても十分な受け入れ態勢を整えておかなくてはならない

と思う。 

  

（参加者） 

 参加者がどれくらいの人数になるかを想定することで、スタッフはどれだけ

必要になってくるのか、イベントで何ができるのか、といったことも考えやす

くなると思う。 

 早急に小学生にアンケート調査を実施して、集計結果を踏まえたうえで再度

話し合いを行いたい。 

 

３３３３    次回について次回について次回について次回について 

 今回の話し合いの結果、７月２日に教育委員会に夏休みイベントの趣旨説明

を行い、７月３日にイベントの参加人数、プログラムに対する希望などを把握

するために、別添のとおり小学生向けの参加申込書の配布を北小学校長に依頼

しました。参加申込書の集計結果をもとに、スタッフの配置や当日のプログラ

ム、といった夏休みイベントの具体化に向けた話し合いを行うことになりまし

た。 

 

日日日日時：７月１３日（土時：７月１３日（土時：７月１３日（土時：７月１３日（土））））１０１０１０１０：００～１２：００：００～１２：００：００～１２：００：００～１２：００        

場所：場所：場所：場所：北小学校北小学校北小学校北小学校    １階１階１階１階    多目的室多目的室多目的室多目的室        

 

    

    



【【【【ワークショップの模様ワークショップの模様ワークショップの模様ワークショップの模様】】】】    
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全体ワーク 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 


